
番組企画書 
 

 

 

 

 

 

 

 

真夜中雑談 

お茶の間クイズでトーク 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 



企画意図 

 

 

昔からクイズ番組は数々あれど 

視聴者が家にいながら参加できるクイズ番組は未だかつてないのでは？ 

 

みかんを食べながらでも、うとうとしながらでも、 

時々、席をはずしたりしても 

参加できてしまう 

 

ゆる～いクイズ＆トーク番組。 

 

 

 

テレビ電話を使って、スタジオとお茶の間で 

クイズ対決をするバラエティ番組です。 



 

番組概要 

 

◇ タイトル 真夜中雑談 お茶の間クイズでトーク 

◇ 放送時間帯 25：00～（0.5ｈ） 

◇ 番組形態 スタジオ 

◇ 出演予定者 

MC 1 人 

クイズ回答者 芸能人 ２人  

クイズ回答者 一般人２人（テレビ電話にて参加）  

◇ 放送種別 クイズ形式バラエティ 

   



番組内容 

パジャマ姿のＭＣとクイズ回答者の芸能人。クイズ回答者 2 人の間にはテレビ電話が２台。 

そのテレビ電話には一般人の回答者が映っている。世間話が始まり、何の緊張感もなくクイズ 

が始まる。一般人の回答者がクイズの途中でトイレに行く等、時々画面から消えるので、頻繁に 

中断するクイズ形式のトーク番組。 

 
 

・ 出演者の紹介 

MC によるクイズ回答者の芸能人と一般人の紹介 

 

・ 出演者のトーク 

ＭＣとクイズ回答者（芸能人、一般人）との世間話。 

 

・ クイズ開始 

一般人がお菓子を食べたり、ジュースを食べたりしながら 

クイズに答える。基本、クイズより雑談がメイン。 

 

・ クイズ終了 

一般人が負けた（回答数が少ない）時は、パジャマ姿を披露、もしくは、キス顔をするか等の 

罰ゲーム。 



 

 

 

    まったりとした夜中という設定の中、一般人が家にいながら 

テレビ電話でテレビに出ている状態は、他人の私生活を覗き 

見るような感覚で視聴者の興味を引くのではないかと思います。 

 

また、芸能人と一般人の雑談のような会話は、身近な友達の話を 

聞いているような気分で、視聴者が楽しめるのではないかと 

思います。 

 


